


２広報東松島　７月号

は は 

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
の
教
訓
を
活
か
す

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
の
教
訓
を
活
か
す 

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
の
教
訓
を
活
か
す 

　
近
い
将
来
、
非
常
に
高
い
確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

　
近
い
将
来
、
非
常
に
高
い
確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城

い
る
宮
城 

県
沖
地
震
。
こ
の
地
震
に
対
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

県
沖
地
震
。
こ
の
地
震
に
対
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、
私

め
に
、
私 

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
震
災
に
備
え
、
も
う
一
度
、

　
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
震
災
に
備
え
、
も
う
一
度
、
考
え
な
け

考
え
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
き
て
い
ま
す
。

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
き
て
い
ま
す
。 

　
近
い
将
来
、
非
常
に
高
い
確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城 

県
沖
地
震
。
こ
の
地
震
に
対
し
、
被
害
を
最
小
限
に
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。 

　
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
震
災
に
備
え
、
も
う
一
度
、
考
え
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
き
て
い
ま
す
。 

す
ぐ
そ
こ
に

す
ぐ
そ
こ
に 

す
ぐ
そ
こ
に

す
ぐ
そ
こ
に 

す
ぐ
そ
こ
に 



３ 広報東松島　７月号

私
た
ち
の
街
を
は
じ
め
、
近
隣

市
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
平
成
１５
年
７
月
２６
日
発
生
の
宮

城
県
北
部
連
続
地
震
か
ら
、
間
も

な
く
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年

発
生
し
た「
新
潟
県
中
越
地
震
」や

「
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
」、
今
年
の

「
福
岡
県
西
方
沖
地
震
」な
ど
、
日

本
や
世
界
各
地
で
も
大
き
な
地
震

や
津
波
が
発
生
。
そ
の
た
び
に
多

く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

１０
年
以
内
に
５０
％
程
度
、
２０
年

以
内
で
は
９０
％
程
度
、
３０
年
以
内

に
至
っ
て
は
９９
％
。
こ
れ
は
、
国

の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
が
発

表
し
た
宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
す

る
確
率
で
す
。

過
去
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地

震
の
発
生
状
況
を
見
る
と
、
最
短

で
２６
年
の
間
隔
で
発
生
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
５３
年
に
発

生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
す
で

に
２７
年
が
経
過
し
た
今
日
、
大
地

震
は
明
日
に
で
も
発
生
す
る
か
も

し
れ
な
い
状
況
で
す
。

宮
城
県
沖
で
は
、
太
平
洋
プ
レ

ー
ト
が
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に

沈
み
込
み
、
そ
れ
が
反
発
す
る
こ

と
に
よ
り
地
震
が
頻ひ
ん

発ぱ
つ

し
て
い
ま

す
。
こ
の
海
域
の
陸
寄
り
で
起
き

る
の
が
宮
城
県
沖
地
震
で
、
想
定

さ
れ
る
地
震
の
規
模
は
Ｍ
７
・
５

前
後
。
ま
た
、
陸
地
か
ら
離
れ
た

日
本
海
溝
寄
り
の
海
域
で
発
生
す

る
地
震
も
想
定
さ
れ
、
宮
城
県
沖

地
震
が
こ
の
海
溝
寄
り
で
発
生
す

る
地
震
と
連
動
す
れ
ば
、
Ｍ
８
・

０
前
後
の
巨
大
地
震
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
来
が
予
想
さ
れ
る
宮
城
県
沖

地
震
に
つ
い
て
、
単
独
型
・
連
動

型
な
ど
の
タ
イ
プ
別
に
県
が
ま
と

め
た「
第
３
次
地
震
被
害
想
定
調

査
」結
果
に
よ
る
と
、
単
独
型
・

連
動
型
と
も
に
県
内
の
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ

に
な
る
と
予
測
。
冬
の
午
後
６
時

に
発
生
し
た
場
合
の
死
者
は
、
単

独
型
で
９６
人
、
連
動
型
で
１６４
人
と

算
出
し
、
死
者
２８
人
だ
っ
た
１
９

７
８
年
の
地
震
よ
り
も
、
は
る
か

に
大
き
な
被
害
を
予
想
し
て
い
ま

す
。

20
年
以
内
で

90
％
の
確
立

想
定
さ
れ
る

宮
城
県
沖
地
震
と
は

▲役場の震度計が｢6強｣を示しています
（平成15年7月26日午前7時13分）

は は すぐそこに すぐそこに すぐそこに 

▲土砂崩れ現場（新町）、大岩が木・電信柱をなぎ倒しました
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２
年
前
の
宮
城
県
北
部
連
続
地

震
で
は
、
多
く
の
建
物
や
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
壊
し
、
道
路
や
橋
、
電

話
･
電
気
･
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
も
一
斉
に
被
害
を
受
け
、

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
行
政
や

消
防
の
活
動
も
大
き
く
制
限
さ

れ
、
救
援
活
動
に
支
障
を
き
た
し

ま
し
た
。

平
成
７
年
の
阪
神
･
淡
路
大
震

災
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
に

加
え
、
大
火
災
が
発
生
。
ま
た
、

昨
年
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
で
は
大
津
波
が
イ
ン
ド
洋
周
辺

の
沿
岸
部
を
襲
い
、
多
く
の
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大

震
災
に
な
れ
ば
、
行
政
や
消
防
の

活
動
は
さ
ら
に
制
限
を
受
け
ま
す
。

「
い
ざ
」と
い
う
と
き
、
も
ち
ろ

ん
行
政
・
消
防
は
そ
の
と
き
で
き

る
最
大
限
の
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

し
か
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、
自
分
や
家
族

の
身
は
自
ら
が
守
る「
自
助
」、
そ

し
て
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る「
共
助
」の
考
え
が
、
と

て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

阪
神
･
淡
路
大
震
災
後
、
被
災

地
で
実
施
し
た
あ
る
調
査
に
よ
れ

ば
、
救
助
さ
れ
た
人
の
約
９５
％
は

自
力
、
ま
た
は
家
族
や
隣
人
に
よ

っ
て
救
助
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

自
分
、家
族
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
家
の
内
外
の
安
全
確
保
が
必

要
で
す
。

ま
ず
、
家
の
中
の
安
全
対
策
と

し
て
は
、

●
寝
室
や
リ
ビ
ン
グ
に
は
、
で
き

る
だ
け
大
き
く
高
い
家
具
を
置

か
な
い

●
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
出

入
り
口
付
近
に
物
を
置
か
な
い

●
家
具
な
ど
に
転
倒
防
止
器
具
を

取
り
付
け
る

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
家
の
外
の
安
全
対
策
と

し
て
は
、

●
瓦
や
ア
ン
テ
ナ
、
植
木
鉢
な
ど

を
、
強
い
揺
れ
で
も
落
下
し
な

い
よ
う
に
補
強
す
る

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱
な
ど
は
強

い
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
か

確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
強

工
事
を
施
す

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
一
般
的

な
安
全
対
策
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら

家
族
全
員
で
話
し
合
う
場
を
設
け
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生
活
環
境
、

自
然
環
境
な
ど
の
面
か
ら
自
分
た

ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が

必
要
か
、
相
談
し
て
お
く
こ
と
が

被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に

自
分

家
族
を
守
る

『

自

助

』

非常持出品・備蓄品の準備 非常持出品・備蓄品の準備 
非常備蓄品例 非常持出品例 

●非常食 
そのまま食べられるか、 
簡単な調理で 
食べられる 
もの 

●水 
飲料水は１人１日３ 
が目安 

●生活用品 
・卓上コンロ　・ガスボ 
ンベ　・生理用品　・ビ 
ニールシート　など 

●携帯ラジオ 

●非常食・水 

●救急薬品・常備薬 

●懐中電灯・ 
　　　　ろうそく 

●生活用品 

●通帳類、証書類、 
　印　鑑 

●ヘルメット 
　　（防災ずきん） 

●衣　類 

●現　金 
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大
切
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
た
際
に
持
ち
出
す「
非
常
持
出

品
」や
救
援
物
資
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
に
必
要
と
な
る「
非
常
備

蓄
品
」を
検
討
し
て
お
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。
非
常
持
出
品
は
避
難

す
る
と
き
持
ち
出
す
最
小
限
の
必

需
品
。
重
さ
の
目
安
は
男
性
で
１５

、
女
性
は
１０

程
度
。
背
負
い

や
す
い
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
ま
と

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
は
、
実
際
に
地
震
が
発
生
し

た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

屋
内
、
屋
外
と
も
に
、
ま
ず
身

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
先
決

で
す
。
机
や
軒
下
に
隠
れ
、
そ
れ

が
困
難
な
場
合
は
、
身
近
な
も
の

で
頭
を
守
り
ま
す
。
次
に
非
常
脱

出
口
を
確
保
し
、
屋
外
に
逃
げ
る

と
き
は
落
下
物
に
注
意
し
な
が
ら

避
難
し
ま
す
。
２
次
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
、
す
ば
や
く
火
の
始
末
を

す
る
こ
と
も
肝
心
で
す
。

地
下
街
や
ス
ー
パ
ー
･
デ
パ
ー

ト
な
ど
で
被
災
し
た
場
合
は
、
倒

れ
や
す
い
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
か

ら
離
れ
な
が
ら
、
太
い
柱
に
身
を

寄
せ
ま
す
。
火
災
な
ど
が
発
生
し

て
い
る
場
合
は
、
ハ
ン
カ
チ
や
タ

オ
ル
で
鼻
と
口
を
覆
い
、
体
を
か

が
め
て
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
落

ち
着
い
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

「
第
３
次
地
震
被
害
想
定
調
査
」

結
果
で
は
、
再
来
す
る
宮
城
県
沖

地
震
で
は
津
波
が
発
生
し
、
東
松

島
市
の
沿
岸
に
も
３
ｍ
を
超
え
る

高
波
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

予
測
で
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
津

波
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。海

岸
に
い
る
と
き
に
強
い
地
震

や
長
時
間
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、
急
い
で

高
台
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

津
波
の
速
さ
は
海
岸
近
く
で
時

速
４０

程
度
。
見
え
て
か
ら
逃
げ

て
い
て
は
、
と
て
も
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
高
さ
は
沖
合
い
で

１
ｍ
程
度
で
も
、
海
岸
の
地
形
に

よ
り
１０
倍
程
度
の
高
さ
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
震
の
起
こ
り
方
や

震
源
付
近
の
地
形
に
よ
っ
て
は
、

引
き
潮
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
津
波
は
２
回
、

３
回
と
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

警
報
･
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま

で
は
海
岸
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

地
震
だ
!!ど

う
す
る

は は すぐそこに すぐそこに すぐそこに 

津
波
が
来
る
!?

地震発生時行動マニュアル 地震発生時行動マニュアル 
屋内にいた場合 

●テーブルの下などに隠れ、身を守る（余
裕がなければ、手近な座ぶとんや枕な
どで頭を保護する）。 
●外へ逃げるときは、瓦やガラスなどの落
下やブロック塀などの倒壊に注意。落
ち着いた行動をとろう。 
●避難口を確保しよう（ゆがみで戸が開
かなくなることがある。特に団地やマン
ションなどの中高層住宅では逃げ道を
失い危険）。 
●２階にいたら階下に下りない（地震のと
きは１階より２階のほうが安全性が高い）。 
●裸足で歩き回らない（ガラスの破片など
でケガをする。必ずスリッパなどの履物
を着用して）。 
●火の始末はすみやかに（コンセントやガ
スの元栓の処置も忘れずに）。 
●乳幼児や病人、お年寄り、障害者、外
国人の安全確保を。 

●座席の間にしゃがみこみ、バッグなどで
頭を保護する。 
●あわてて出口に
殺到せず、係員
の指示に従って
外に出る。 

●耐震構造になっているので、まずつぶ
れる心配はない。出口も６０ｍ間隔であ
るので、それらのすべてがふさがれるこ
とはない。壁面や太い柱に身を寄せ、
係員の指示に従う。 
●停電になっても非常用照明灯がすぐつ
くので、落ち着いて行動を。 
●火災が発生したときは、ハンカチやタオ
ルで鼻と口を覆い、からだをかがめて、は
うようにして壁づたいに逃げる（煙の流
れる方向へ）。 

●バックなどで頭を保護し、倒れやすいシ
ョーケースなどから身を離す。 
●近くの丈夫な机などの下にもぐりこむか、
柱や壁ぎわに身を寄せる。 
●あわてて出口に殺到せず、係員の指示
に従う。避難は階段から。 
●エレベーターが止まったら、中にある連
絡電話を使って、救出を待つ。 

屋外にいた場合 

●ブロック塀や石塀、自動販売機、電線
などからすぐに離れて安全な場所へ。 
●窓ガラスの破片や屋根瓦などが落ちて
くることがあるので、建物の周りには近
づかずに、広場のような場所へ避難する。 

●その場に立ち止まらず、頭をカバンなど
で保護して近くの空き地などへ避難す
る（ガラスの破片、看板、タイルなどの
危険物の落下からの回避がポイント）。 
●逃げる場所の判断を誤らない（落下の
危険がないといっても間口の広い木造
の建物や自動販売機、ブロック塀のそば、
ビルの壁際などへは決して避難しない）。 
●垂れ下がった電線には近づかない。 

●急停車することがあるので、吊り革や手
すりなどにしっかりつかまる。 
●途中で止まっても、非常コックを開けて
勝手に車外に出たり、窓から飛び出さ
ない。 
●乗務員のアナウンスに従って落ち着い
た行動を。 

●地震を感じたら、徐々に速度を落とし、
道路の左側に寄せてエンジンを切る。 
●揺れが収まるまで車外に出ず、地震情
報をカーラジオで聞く。 
●車を離れるときは必ずキーはつけたまま。
ドアロックもしない。 

●すみやかにその場から安全な場所へ避
難する。海岸の場合は高台などに避難
し、津波情報をよく聞く（解除されるまで
絶対に海辺などの低地には近づかな
い）。がけを背にした家屋では、なるべく
がけから離れた部屋を生活の中心に。 
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２
年
前
の
宮
城
県
北
部
連
続
地

震
の
際
、
市
内
で
は
隣
近
所
の
人

命
確
認
や
被
災
情
報
の
収
集
、
避

難
所
で
の
炊
き
出
し
や
被
災
家
屋

の
復
旧
援
助
な
ど
を
自
主
的
に
行

っ
た
地
区
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
地
区
の
多
く
は
、
旧
町
で
実

施
し
た
防
災
訓
練
の
日
、
ま
た
は

独
自
の
日
程
で
地
域
で
の
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る「
共
助
」の
取
り
組
み
で
す
。
こ

れ
は
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教

訓
と
し
て
も
、
重
要
性
が
改
め
て

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

共
助
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
に
活
動
内
容
や
役
割

な
ど
を
取
り
決
め
、
組
織
化
し
た

も
の
が
、
現
在
次
々
に
結
成
さ
れ

て
い
る
各
地
区
の「
自
主
防
災
組

織
」で
す
。
市
内
に
は
現
在
２１
の

組
織
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

防
災
計
画
の
策
定
や
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
結
成
予
定
を

含
め
る
と
加
入
世
帯
数
は
９
、４
０

２
世
帯（
市
全
世
帯
の
６５
・
５
％
）

に
も
上
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
が
有
事
の
際
、

迅
速
か
つ
適
切
に
行
動
す
る
た
め

に
は
、
定
期
的
な
訓
練
と
話
し
合

い
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
に
加
え
、
地
域
住
民
が
隣

近
所
と
交
流
し
、
お
互
い
の
理
解

を
深
め
て
お
く
こ
と
も
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
人
命
確
認
や
救

護
活
動
に
役
立
つ
備
え
の
ひ
と
つ

と
言
え
ま
す
。

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
か
ら
間

も
な
く
２
年
。
被
災
の
面
影
も

徐
々
に
薄
れ
、
街
の
様
子
は
ほ
ぼ

元
の
姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
薄

れ
て
ゆ
く
震
災
の
爪
跡
と
と
も

に
、
地
震
に
対
す
る
危
機
感
も
薄

れ
な
い
よ
う
に
、
自
主
防
災
組
織

も
次
々
に
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
２
年
前
、
自
ら
が
被

災
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
訓
練
を
し
て
も
得
る
こ
と
が
で

き
な
い『
体
験
』を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
体
験
を
教
訓
に
、

自
分
自
身
や
家
族
、
地
域
の
人
々

を
守
る
た
め
の
備
え
を
、
常
日
ご

ろ
か
ら
心
掛
け
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
平
成
１５
年
７
月
２５
日

の
夜
の
こ
と
を
思
い
返
し
て
く
だ

さ
い
。ま
さ
か
そ
の
日
の
夜
遅
く
、

そ
し
て
翌
朝
、
あ
の
よ
う
な
震
災

に
見
舞
わ
れ
る
と
は
誰
一
人
と
し

て
思
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
地
震
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
き
ま
す
。

地
域
を
地
域
で
守
る

『

共

助

』

自
身
の
経
験
を教

訓
に

▲家屋の倒壊現場（下町一）、1階部分が押しつぶされています

▲多くのボランティアの方々がご尽力くださいました
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新
潟
県
中
越
地
震
や
阪
神
淡
路

大
震
災
で
の
教
訓
か
ら
、
今
、
全

国
的
に
、
い
か
に
地
域
住
民
が
助

け
合
い
な
が
ら
被
災
直
後
の
急
場

を
し
の
ぐ
か
と
い
う「
共
助
」の
考

え
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
主
防
災
組

織
の
必
要
性
が
重
要
視
さ
れ
、
全

国
的
に
結
成
さ
れ
る
組
織
の
数
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
宮
城
県
沖
地
震
同

様
、
高
い
確
率
で
大
地
震
の
発
生

が
予
想
さ
れ
国
か
ら
特
別
指
定
を

受
け
て
い
る
東
海
地
方
に
お
い
て

も
、
各
地
で
自
主
防
災
組
織
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
行
政
や
消
防
な
ど

か
ら
の
救
援
を
受
け
る
ま
で
に
自

分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
地
域
住

民
が
考
え
、
中
心
と
な
り
活
動
し

て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
先

進
事
例
な
ど
を
踏ふ

ま
え
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
東
松
島
市
全
域
に
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
、
最
大
限
の
ご
指
導
と

援
助
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
２
年
前

の
大
地
震
の
被
災
地
で
あ
る
旧
矢

本
･
鳴
瀬
両
町
の
経
験
を
検
証

し
、
生
か
し
た
形
の
新
し
い
地
域

防
災
計
画
を
作
成
予
定
で
す
。

大
規
模
災
害
発
生
時
の
救
命
や

避
難
、
復
旧
活
動
は
、
特
に
初
動

が
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

も
、
自
身
や
家
族
を
自
ら
が
守
る

「
自
助
」、
地
域
を
地
域
で
助
け
合

う「
共
助
」、
行
政
や
消
防
が
取
り

組
む「
公
助
」、
こ
れ
ら
の
連
携
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

洲
崎
区
で
は
鳴
瀬
町
時
代
、
町

の
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
地
区
内

で
の
訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
署
か
ら
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
。
危
険
個
所
や
避
難
経
路
の

確
認
、
独
居
老
人
の
把
握
な
ど
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

行
政
や
消
防
の
助
け
を
待
っ
て
い

て
は
手
遅
れ
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
常
日
ご
ろ

か
ら
隣
近
所
や
地
区
民
同
士
で
声

を
掛
け
合
い
、
お
互
い
を
知
り
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
協
力
し
て
地

域
の
人
た
ち
を
地
域
で
守
る
と
い

う「
共
助
」の
考
え
が
、
も
っ
と
も

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
宮

城
県
北
部
連
続
地
震
の
時
に
、
近

所
の
人
に
助
け
出
さ
れ
た
一
人
暮

ら
し
の
ご
老
人
が
い
ま
し
た
。
こ

れ
も
普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

６
月
１２
日
に
は
、
県
民
防
災
の

日
に
あ
わ
せ
て
自
主
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
消
防
署
や
消
防

団
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
訓
練
に

は
、
７０
人
近
い
住
民
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
に
対
す

る
意
識
の
高
い
地
域
性
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

洲
崎
は
海
岸
沿
い
の
地
区
な
の

で
、
津
波
に
対
す
る
備
え
も
必
要

で
す
。
啓
発
や
訓
練
も
大
事
で
す

が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
大

人
か
ら
子
ど
も
へ
、
津
波
の
恐
ろ

し
さ
を
語
り
継
ぐ
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
後
は
こ
の
取
り
組
み
も
、

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防災交通課

小野弘行 課長

洲崎区長

加藤勝行 さん

市では県と共催で、９月１日の防災の日に併わせて、
下記の日程により平成１７年度９・１総合防災訓練を実
施します。防災関係機関や各種団体、各地区の自主防
災組織などが参加し、大地震を想定した各種訓練を行
いますので、近い将来、発生が予想される大震災に備
え、ぜひ、ご参加ください。
日　時：９月４日（日） ９：００～１２：３０
場　所：東松島市役所、矢本第一中学校、矢本東小学
校、鷹来の森運動公園ほか市内全域
主　催：宮城県、東松島市
協　賛：財団法人宮城県消防協会、石巻市、女川町、
石巻地区広域行政事務組合消防本部

●左記メイン会場での訓練種目（矢本第一中学校）
・情報収集・伝達・上空偵察訓練、避難・誘導訓練、
倒壊建物救出・救助訓練ほか

●自主防災組織など各地区での訓練種目
・避難所開設訓練、避難･誘導訓練、自主防災訓練
（初期消火・救出応急手当）など

●体験･展示コーナー（矢本東小学校）
・地震体験、救急普及啓発広報、濃煙体験、移動郵
便局（スペースポスト号）、災害用伝言ダイヤル、
防災機材など展示、プレハブ住宅展示

お問い合わせ 防災交通課消防防災係　内線１１６２

自
助
・
共
助
・
公
助
の

連
携
を
密
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

「
共
助
」へ
の
第
一
歩

は は すぐそこに すぐそこに すぐそこに 
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平
成
１２
年
８
月
に
、
旧
櫻
井
酒

造
店
の
土
地
お
よ
び
建
物（
母
屋
･
蔵

な
ど
）が
寄
贈
さ
れ
て
以
降
、
旧

矢
本
町
で
は
そ
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
･
調
査
を
重
ね
、
平
成
１４
年

度
に「
旧
櫻
井
酒
造
店
跡
地
活
用
基

本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
基
に「
も
て
な
し
と
交
流

拠
点
」を
目
指
す
コ
ン
セ
プ
ト
の

下
、
国
道
４５
号
に
面
し
た
大
型
の

蔵
を
利
用
し
て
Ｉ
Ｔ
研
修
施
設

「
矢
本
ふ
れ
愛
情
報
プ
ラ
ザ
」（
現
東

松
島
市
ふ
れ
愛
情
報
プ
ラ
ザ
）を
、

ま
た
、
母
屋
部
分
を
利
用
し
て

人
々
の
交
流
･
石
巻
広
域
圏
の
情

報
受
信
・
発
信
拠
点
の
機
能
を
併

せ
持
つ
複
合
施
設「
矢
本
ひ
と
･
ま

ち
交
流
館
」（
現
東
松
島
市
ひ
と
･

ま
ち
交
流
館
）を
整
備
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
１６
年
５
月
、
こ

れ
ら
の
施
設
を
合
わ
せ
た『
蔵
し
っ

く
パ
ー
ク
』が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。施

設
の
運
営
･
管
理
は
石
巻
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
委
託
。
１０
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
業
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

ふ
れ
愛
情
報
プ
ラ
ザ
で
は
、
受

講
者
の
多
用
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

を
図
り
、
就
職
応
援
講
座
や
シ
ニ

ア
コ
ー
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
Ｉ
Ｔ

講
習
会（
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
）を
実
施
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
無
料
で
使
用

で
き
、
平
日
・
休
日
問
わ
ず
多
く

の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
で

は
セ
ミ
ナ
ー
や
展
示
会
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
加
え
、
押
し
花
や
門
松

づ
く
り
な
ど
多
彩
な
趣
味
の
教
室

「
く
ら
っ
ぱ
蔵く

ら

部ぶ

」を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
。利
用
者
数

は
、
ひ
と
･
ま
ち
交
流
館
が
９
、５

０
１
人
、ふ
れ
愛
情
報
プ
ラ
ザ
が
１

０
、５
２
２
人
と
、
蔵
し
っ
く
パ
ー

ク
全
体
と
し
て
は
２
万
人
を
超
え

ま
し
た（
平
成
１７
年
５
月
末
現
在
）。

各
施
設
の
事
業
実
施
に
つ
い
て

は
、
ふ
れ
愛
情
報
プ
ラ
ザ
の
各
種

教
室
で
は
２１
人
の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
参
加
者
へ

の
指
導
補
助
を
担
当
。
ま
た
、
ひ

と
・
ま
ち
交
流
館
で
は
８
人
の
蔵

っ
ぱ
応
援
団
の
方
々
が
、
各
種
事

業
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
そ
し
て
、
く

ら
っ
ぱ
蔵
部
の
実
施
に
当
た
っ
て

も
多
く
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
蔵
し
っ
く
パ
ー

ク
は
、
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
２
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

「
も
て
な
し
と
交
流

拠
点
」と
し
て
整
備

利
用
者

2
万
人
超
え

住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
取
り
組
み

蔵
し
っ
く
パ
ー
ク
が
、
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
の
開
催
な
ど
で
、
多
く
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
き
、
東
松
島
市

の
顔
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
の
施
設
の
、
１
年
間
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ふ
れ
愛
と
交
流
　
盛
ん
に 
ふ
れ
愛
と
交
流
　
盛
ん
に 

蔵
し
っ
く
パ
ー
ク
　
祝
１
周
年 

▲蔵しっくパーク｢矢本ひと･まち交流館｣外観
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開
館
１
周
年
を
迎
え

蔵
し
っ
く
パ
ー
ク
は
、
管
理
運

営
の
全
て
が
民
間
に
業
務
委
託
さ

れ
た
市
所
有
の
施
設
で
、
現
在
１０

人
の
ス
タ
ッ
フ
で
２
つ
の
施
設
の

維
持
管
理
並
び
に
事
業
を
計
画
し

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
６
月
開
館
以
来
、
交
流

館
・
情
報
プ
ラ
ザ
と
も
に
お
か
げ

さ
ま
で
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。２
年
目
に
入
り
、年
間
の

事
業
計
画
も
立
て
着
実
に
事
業
を

展
開
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
･
人
づ
く
り
、
体

験
･
研
修
を
通
し
て
、
お
互
い
に

触
れ
合
う
交
流
の
施
設
と
し
て
地

域
の
皆
さ
ま
に
よ
り
い
っ
そ
う
愛

さ
れ
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
蔵

し
っ
く
パ
ー
ク
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
、

ふ
れ
愛
情
報
プ
ラ
ザ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

吉
　
田
　
國
　
夫
さ
ん

蔵っぱの皆さん

▲可愛く作るのは難しいね～
くらっぱ蔵部　スノーマン作り

(11月12日/交流館)

▲皆さん、お見事です
シニア年賀状作成教室
(11月25日/情報プラザ)

元
気
な
笑
顔
で
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
ま
〜
す

▲奇麗にできたかな？
くらっぱ蔵部　ファンタスティック
キャンドル作り (9月12日/交流館)

▼ 心に響くような異国の音楽、会場は熱気に包まれました
アフリカの風。大地の香り。スライドショーとライブ

(10月16日/交流館)

▼ 小学生もたくさん施設を訪れ、
インターネットを楽しんでいます

(情報プラザ)
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奥
松
島
に
は
、
白
砂
青
松
の
３

に
も
お
よ

ぶ
海
岸
線
の
美
し
い
野
蒜
海
岸
を
は
じ
め
、
家

族
連
れ
で
も
楽
し
め
る
蛤
浜

は
ま
ぐ
り
は
ま

や
月
浜
な
ど
個
性

豊
か
な
海
水
浴
場
が
６
カ
所
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
野
蒜
海
岸
で
は
奥
松
島
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
白
熱
の

試
合
を
観
戦
く
だ
さ
い
。

月
浜
朝
市
　
活
ウ
ニ
即
売
会

■
い
　
つ

７
月
１０
日（
日
）

７
時
００
分
〜

■
ど
こ
で

月
浜
海
岸

■
主
　
催

月
浜
区

里
浜
活
ウ
ニ
活
あ
わ
び
即
売
会

里
浜
う
に
丼
ま
つ
り

■
い
　
つ

７
月
１８
日（
月
）

８
月
７
日（
日
）

７
時
００
分
〜（
両
日
と
も
）

■
ど
こ
で

宮
戸
西
部
漁
業
協
同
組
合（
即
売
会
）

縄
文
村
交
流
館（
う
に
丼
ま
つ
り
）

■
主
　
催

里
浜
磯
辺
会

西
部
漁
協
女
性
部

海
水
浴
と

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

県
内
有
数
の
海
水
浴
場

海

・
月
浜
朝
市
　
活
ウ
ニ
即
売
会

・
里
浜
活
ウ
ニ

活
あ
わ
び
即
売
会

・
里
浜
う
に
丼
ま
つ
り

東
松
島
の
旬
を
ま
る
か
じ
り

食

8月6,7日

7月18日
8月7日

7月10日

野蒜海水浴場 

大浜海水浴場 
月浜海水浴場 

蛤浜海水浴場 

松ケ島海水浴場 

室浜海水浴場 

7月13日（水）～8月21日（日） 

7月16日（土）～8月28日（日） 

7月16日（土）～8月20日（土） 
7月16日（土）～8月21日（日） 

7月17日（日）～8月21日（日） 7月21日（木）～8月25日（水） 

東
松
島
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
夏
が
い
よ
い
よ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

海
や
空
、
祭
り
に
花
火
と
、
思
い
出
作
り
に
は
事
欠
か
な
い
イ
ベ

ン
ト
が
市
内
至
る
と
こ
ろ
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
果
実
、
東
松
島
を
い
ろ
い
ろ
な
会
場

で
ま
る
か
じ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

東
松
島
市
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
　
1
内
線
2
1
2
4

東
松
島
ま
る
か
じ
り 

東
松
島
ま
る
か
じ
り 
海
だ
　
空
だ
　
祭
り
だ 
海
だ
　
空
だ
　
祭
り
だ

海
だ
　
空
だ
　
祭
り
だ 
海
だ
　
空
だ
　
祭
り
だ 

！ 

！ 

！ 

！ 

！ 

！ 

！ 

！ 

！ 

〜
夏
の
イ
ベ
ン
ト
特
集
〜

奥松島の海水浴場遊泳可能期間

野蒜海水浴場 野蒜海水浴場 

ビーチバレーボール大会 ビーチバレーボール大会 
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東
松
島
の
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
。
お
盆
に
開
催
さ
れ

る
流
灯
花
火
大
会
は
、
鳴
瀬
川
の
河
川
敷
に
集
ま
っ
た
多

く
の
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。
会
場
で
は
、
夜
店
も
多
く
出

店
さ
れ
、
大
勢
の
方
で
賑に
ぎ

わ
い
ま
す
。
日
中
に
は
、
小
野

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
幼
稚
園
児
や

小
学
生
の
み
こ
し
が
後
に
続
き
、
パ
レ
ー
ド
が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
す
。

■
い
　
つ

８
月
１６
日（
火
）
１４
時
００
分
〜（
予
定
）

■
ど
こ
で

鳴
瀬
川
河
川
敷

■
主
　
催

鳴
瀬
流
灯
保
存
会

花
火

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
、
東
松
島
の
空
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
美
し
い
軌
跡
を
描
く
、
航
空
祭
が
今
年
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
県
内
外
か
ら
親
子
連

れ
や
航
空
フ
ァ
ン
な
ど
大
勢
の
方
々
が
航
空
自
衛
隊

松
島
基
地
を
訪
れ
、
航
空
機
や
装
備
品
の
展
示
、
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
飛
行
展
示
を
楽
し
み
ま
す
。

こ
の
夏
、真
近
で
ブ
ル
ー
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
い
　
つ

８
月
２８
日（
日
）
８
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

■
ど
こ
で

航
空
自
衛
隊
松
島
基
地

■
主
　
催

東
松
島
市
航
空
祭
実
行
委
員
会

空

東
松
島
の
夏
が
盛
り
上
が
る
日
、

そ
れ
が
東
松
島
夏
ま
つ
り
の
日
で

す
。
同
時
開
催
の
商
工
祭
や
踊
り
、

パ
レ
ー
ド
や
八や

つ

鷹た
か

み
こ
し
の
練
り

歩
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
い
　
つ

７
月
３０
日（
土
）

１１
時
００
分
〜
２１
時
００
分

■
ど
こ
で

矢
本
駅
前
通
り

大
町
商
店
街
通
り

■
主
　
催

東
松
島
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会

祭

8月28日

8月16日

7月30日

東
松
島
夏
ま
つ
り

み
こ
し
や
踊
り
の
カ
ー
ニ
バ
ル

鳴
瀬
流
灯
花
火
大
会

東
松
島
夏
の
風
物
詩

第
51
回
航
空
祭

空
を
彩
る
ブ
ル
ー 鳴瀬流灯花火 鳴瀬流灯花火 

ヤッくんヤヤヤ踊り ヤッくんヤヤヤ踊り 

八鷹みこし 八鷹みこし 

ブルーインパルス ブルーインパルス 



１２広報東松島　７月号

「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

市民の交流と環境美化意識を高めることを目的に、
6月の上旬、市内全域で花の植栽作業が行われました。
6月5日(日)、矢本地区で行なわれたサルビアの植栽

には、約4万本のサルビアを植える作業に、朝早くか
ら約2,000人が参加。やもとフラワーストリート(国道
45号沿線／大曲地区)や矢本運動公園、上街道フラワ
ーアベニュー(県道矢本・河南線沿線)の3カ所で実施さ
れました。
6月10日(金)には国道45号沿線(鳴瀬大橋周辺)にお

いて、鳴瀬第一中学校の生徒60人が｢総合的学習(ボラ
ンティア活動)｣の時間を利用して、マリーゴールド
2,000本を植栽。また、6月12日(日)にも、同じく国
道45号沿線(小野駅周辺など)で植栽作業が行われ、約
2万本のマリーゴールドが、参加した約500人の手に
よって植えられました。

街街がが花花ににつつつつままれれるる
▲早朝から、多くの皆さんが参加くださいました

（マリーゴールドの植栽/小野駅周辺）

▲丁寧に植えなきゃね（サルビアの植栽/矢本運動公園）

▲私たちの街を、花いっぱいにしよう
（鳴瀬一中マリーゴールドの植栽/鳴瀬大橋周辺）



１３ 広報東松島　７月号

6
月
１５
日
、
自
分
の
住
む
街
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
我
が
ま
ち
体
験
ウ
ォ
ー
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

８５
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
野
蒜

築
港
の
歴
史
を
た
ど
る
7
・
5
ｋｍ

の
道
の
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ

ー
ド
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

自自
分分
のの
住住
むむ
街街
新新
発発
見見
！！

5
月
２６
日
、
宮
戸
･
野
蒜
た
ば

こ
組
合
女
性
部
の
方
々
が
市
役
所

を
訪
れ
、
1
0
、9
4
1
円
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
5
月
8
日
に
行
わ
れ

た
奥
松
島
ま
つ
り
で
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
活
動
で
集
め
ら
れ
た
も
の
。

交
通
遺
児
支
援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

たた
ばば
ここ
組組
合合
よよ
りり
寄寄
付付
金金

5
月
２４
日
、
株
式
会
社
み
ち
の

く
プ
ロ
レ
ス
営
業
部
の
気
仙
沼

二
郎
さ
ん
が
東
松
島
市
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
を
訪
れ
、
寄
付
金

１
万
円
を
同
協
議
会
の
永
澤
芳よ

し

秋あ
き

会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
社
会

福
祉
活
動
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

みみ
ちち
のの
くく
ププ
ロロ
レレ
スス
よよ
りり
寄寄
付付
金金

今回で10回目を数える日本三景松島国際ツーデ
ーマーチが、5月28日(土)と29日(日)の2日間、日本
ウォーキング協会など主催の下、行なわれました。
日本三景松島と奥松島の景観を背に、県内外、ま

た海外から訪れた大勢の参加者がウォーキングを満
喫。ＪＲ仙石線松島海岸駅をスタートし、奥松島縄
文村歴史資料館を合流地点とする10kmのコースの
ほか、4～40kmの5つのコースに分かれて歩きまし
た。
この日は天候にも恵まれ、参加者たちは思い思い

のスタイルでウォーキングを楽しみながら、さわや
かな汗を流していました。

▲青空の下、参加者の皆さんも元気いっぱい

▲バタ足バタバタ、みんな上手にできるかな

新新緑緑のの奥奥松松島島ををウウォォーーキキンンググ

6月15日(水)、東松島市健康増進センター｢ゆぷと｣
で、園外水泳教室が開催されました。これは、同施
設運営会社のひとつ株式会社スポルスの企画により
実施されたもので、市内の保育所の子どもたちに、
大きなプールで水に慣

な

れ親しんでもらうことが目的。
この日は、大曲保育所の児童22人が参加しました。
子どもたちは指導員や担任の先生に付き添われな

がら、もぐったりビート板を使ったバタ足をしたり
と、｢遊び｣を基本に水と触れ合いました。
この教室は、市内6つの保育所が参加し、10月ま

で数回に分けて実施される予定です。

ももぐぐっってて、、泳泳いいでで、、ジジャャンンププししてて
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プロフィール
１９４６年８月２７日、旧鳴瀬町生まれ。石
巻商業高卒。６６年に旧鳴瀬町役場に入り、
議会事務局長、総務課長などを歴任。４
月から東松島市総務課長。東松島市新東
名の自宅に妻、長男と３人暮らし。

東松島市助役　石
いし

山
やま

賢
けん

吉
きち

（新東名北）

プロフィール
１９３５年５月１５日、札幌市生まれ。東北
大卒。石巻市の住吉中、山下中で教頭、
石巻中などで校長を務め、９６年３月に退
職。９８年から４年間、県教育委員を務め
た。東松島市矢本の自宅に妻、長男夫婦、
孫２人と６人暮らし。

東松島市教育長 佐
さ

々
さ

木
き

寛
ひろし

（関の内三）

プロフィール
１９４１年４月２１日、旧矢本町生まれ。石
巻高定時制卒。６３年に旧矢本町役場に入
り、社会教育課長、総務課長などを歴任。
２００３年１２月から合併直前の今年３月まで
旧矢本町収入役を務める。東松島市小松
の自宅に妻と２人暮らし。

東松島市収入役 加
か

藤
とう

寛
かん

壽
じゅ

（前　里）

助
役
・
収
入
役
・
教
育
長
を
紹
介
し
ま
す

5
月
19
日(

木)

に
行
わ
れ
た
東
松
島
市
議
会
臨
時
議
会
に
て
、
石
山
賢
吉
氏
、

加
藤
寛
壽
氏
が
助
役
、
収
入
役
に
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
後
に
開

催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
の
互
選
に
よ
り
佐
々
木
寛
氏
が
教
育
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
5
月
21
日(

土)

に
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
同
日
就
任

し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
3
人
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

情報公開請求に関する実施状況
（平成16年 旧矢本町・鳴瀬町実施状況）

平成16年4月1日から平成17年3月31日までの１年間に請求のありました、旧矢本町・旧
鳴瀬町への情報公開請求については以下の通りです。

旧 矢 本 町
公開請求件数 16件
公開の状況
・公開 13件
・部分公開 3件

旧 鳴 瀬 町
公開請求件数 2件
公開の状況
・公開 1件
・不存在 1件

総務課広報広聴係　内線1218、1219問
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な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ま

ま「
草
刈
」を
実
施
せ
ず
、
放
置
し

て
お
く
と
蚊
や
ハ
エ
、
不
快
害
虫

の
大
量
発
生
、
不
法
投
棄
の
格
好

な
場
所
、
そ
れ
に
伴
う
悪
臭
の
発

生
な
ど
環
境
面
の
マ
イ
ナ
ス
だ
け

で
な
く
、
視
界
不
良
に
よ
る
交
通

事
故
の
要
因
や
不
審
火
で
の
放
火

事
件
発
生
の
心
配
な
ど
、
環
境
以

外
の
問
題
へ
発
展
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
草
刈
の
実
施
や
庭

の
お
手
入
れ
、
空
き
地
の
管
理
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
義
務
！

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病

予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り

未
実
施
の
場
合
は
、
三
万
円
以
下

の
罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

動
物
病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
の
水
切
り
を
し
っ
か
り

こ
の
季
節
は
、
お
い
し
い
果
物

や
野
菜
が
た
く
さ
ん
出
回
る
季
節

生活環境課から発信　生活環境課から発信　Vol.Vol.２ 生活環境課から発信　Vol.３ 

新
体
制
に
な
り
ま
し
た

６
月
１
日
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

新
し
い
体
制
で
の
再
出
発
と
な
り

ま
し
た
。
７
名
の
職
員
で「
環
境

衛
生
係
」「
廃
棄
物
対
策
係
」の
２

つ
の
係
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

両
係
で
、
環
境
面
の
苦
情
相
談

や
家
庭
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

密
接
な
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
配
置
図
と
内
線
番
号
は

左
図
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
草
刈
実
施
」
の
徹
底
を
！

ジ
メ
ジ
メ
し
た
蒸
し
暑
い
季
節

で
す
が
、
草
木
に
と
っ
て
は
一
番

生
い
茂
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
係
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の

多
く
が「
草
刈
の
苦
情
」や「
空
き

地
の
管
理
」に
な
っ
て
き
て
お
り
、

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
が
大
変
不
快

で
あ
る
と
同
時
に
、
生
ご
み
が
た

く
さ
ん
出
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
１６
年
度
旧
両
町
か
ら
排
出

さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
量
は
約
１

２
、３
８
７

。
な
ん
と
そ
の
う

ち
約
半
分（
６
、１
９
３
　
）が
水

分
と
し
て
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
金
額
に
す
る
と
約
６
、

２
０
０
万
円
に
も
な
る
の
で
す
。

水
切
り
を
徹
底
す
る
だ
け
で
か

な
り
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

焼
却
灰
と
収
集
し
な
い

ご
み
に
つ
い
て

廃
棄
物
の
焼
却
は
原
則
と
し
て

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
罰
則（
３
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
３００
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
）の

対
象
と
な
り
ま
す
。
焼
却
灰
は
市

と
し
て
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
庭

や
畑
に
撒ま

く
な
ど
自
己
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
タ
イ

ヤ
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ト
タ
ン
、
瓦
、

畳
、
消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
家
電
４
品
目

（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
）、
建
設
廃
材
な
ど
、
住

宅
の
一
部
や
産
業
廃
棄
物
と
い
っ

た
も
の
は
処
理
す
る
こ
と
が
困
難

な
ど
の
理
由
に
よ
り
収
集
し
ま
せ

ん
。集

積
所
に
出
さ
れ
た
場
合
は
、

黄
色
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
ま
す

の
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ほ
か
に
も
農
機
具
、
農
薬
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
資
材
や
魚
網
な
ど

の
産
業
系
ご
み
と
商
店
、
飲
食
店

や
会
社
か
ら
の
事
業
系
ご
み
も
同

様
に
収
集
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
収
集
し
な
い
ご
み
や
産

業
系
ご
み
や
事
業
系
ご
み
な
ど
の

処
理
方
法
に
つ
い
て
は
宮
城
県
廃

棄
物
協
会
石
巻
支
部（
1
２３
‐
０

２
０
５
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生活環境課内の配置図 
82-1111

■廃棄物対策係（内線2163） 
　家庭から出るごみや新処分 
　場に関すること 

生
活
環
境
課
長 

木 

村 

　 

仁 

廃
棄
物
対
策
係
長 

渡 

邊
　  

晃 

主　査 
菅 原　  満 

主　事 
成 澤 史 浩 

■環境衛生係（内線2165） 
　環境全般に関することなど 

課
長
補
佐 

堀 

越 

栄 

治 

環
境
衛
生
係
長 

鈴 

木 

勝 

利 

主　査 
菊 地 昭 男 

（鳴瀬庁舎） 

環
境
衛
生
係
か
ら

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

「
紙
ひ
も
の
利
用
に
つ
い
て
」

紙
類
を
出
す
と
き
は「
紙
ひ
も
」

で
束
ね
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
は
可
燃
ご
み
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

す
が
紙
ひ
も
は

一
緒
に
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。



１６広報東松島　７月号

～知っ得情報～

東
松
島
市
広
報
広
聴

モ
ニ
タ
ー
の
募
集

広
報
広
聴
活
動
や
市
政
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
意
見
を
求
め
、
充

実
･
発
展
を
図
る
た
め
広
報
･
広

聴
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
方

■
任
期

１
年

■
職
務
内
容
　

・
地
域
住
民
の
広
報
・
広
聴
に
対

す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
報
告

・
日
常
の
広
報
活
動
お
よ
び
地
域

の
話
題
や
問
題
な
ど
を
報
告

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
参
加

■
募
集
人
数

１０
人

■
問

広
報
広
聴
係
　
内
線
１
２
１
９

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
現
在
の
状
況

市
内
の
市
営
住
宅
空
き
住
居

▽
小
松
住
宅（
簡
易
準
耐
火
）１
戸

▽
立
沼
住
宅（
簡
易
準
耐
火
）１
戸

■
受
付

７
月
１１
日（
月
）〜
１５
日（
金
）

申
込
用
紙
と
し
お
り
は
、
７
月
６

日（
水
）か
ら
建
設
課
で
配
布
し
ま

す
。
必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
た
時
点

で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
後
日
抽
選

■
申
込

建
設
課

■
問

建
設
課
庶
務
住
宅
係

1
内
線
１
２
５
５

成
人
式
実
行
委
員
募
集

平
成
１８
年
１
月
８
日（
日
）に
行

わ
れ
る
東
松
島
市
成
人
式
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

昭
和
６０
年
４
月
２
日
〜

昭
和
６１
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
定
員

２０
人

■
受
付

随
時

■
問

生
涯
学
習
課
　

社
会
教
育
係
　
内
線
２
２
３
２

歴
史
講
座
考
古
学
編

「
発
掘
や
る
や
る
講
座
」

受
講
生
募
集

東
松
島
市
の
原
始
・
古
代
の
歴

史
を
学
ん
で
発
掘
調
査
を
体
験

し
、
皆
さ
ん
の
力
で
東
松
島
の
歴

史
を
解
明
し
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
程（
月
１
回
程
度
）

平
成
１７
年
７
月
〜
平
成
１８
年
２
月

※
全
８
回（
特
別
回
と
し
て
現
地

で
発
掘
調
査
も
体
験
し
ま
す
）

■
開
催
曜
日
と
時
間

金
曜
日
　

１９
時
００
分
〜
２１
時
００
分

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象

中
学
生
以
上
の
市
民

■
定
員

３０
人
以
内

■
受
講
料

無
料

■
締
切

７
月
１５
日（
金
）

■
問

生
涯
学
習
課
　

文
化
財
保
護
係
　
内
線
２
２
３
９

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪

小
学
生
女
子
ビ
ニ
ー
ル
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

こ
れ
ま
で
旧
矢
本
町
で
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
女
子
ビ
ニ
ー
ル
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
月
３１
日（
日
）

開
会
式
　
午
前
９
時
〜

■
会
場

奥
松
島
体
育
館

（
バ
ウ
ン
ズ
８８
）

■
対
象

市
内
小
学
生
女
子

■
チ
ー
ム
　
１
チ
ー
ム
の
登
録
人

数
は
１０
人
、
競
技
者
は
６
人（
隣

接
育
成
会
と
の
合
同
チ
ー
ム
も
可
）

■
申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ま
た
は
市
民
体
育
館
、
奥
松
島
体

育
館
ま
で（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
参
加
料

１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

（
代
表
者
会
議
ま
で
納
入
く
だ
さ
い
）

■
参
加
締
切

７
月
１５
日（
金
）

■
監
督
会
議

７
月
２０
日（
水
）
１９
時
００
分
〜

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
２
２
４
３

み
や
ぎ
食
の
安
全
安
心
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
募
集

■
対
象
者

県
内
に
在
住
す
る
満

１８
歳
以
上
で
食
の
安
全
安
心
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
活
動
に
無
償

で
参
加
で
き
る
方

■
モ
ニ
タ
ー
の
業
務

正
し
い
知

識
の
習
得
、日
ご
ろ
の
情
報
収
集
、

県
へ
の
情
報
提
供
、
研
修
会
へ
の

参
加
な
ど

■
募
集
期
限

随
時

■
問

宮
城
県
生
活
環
境
部
　

食
品
企
画
班

1
０
２
２
‐
２
１
１
‐
２
６
４
１

東
松
島
夏
ま
つ
り

八や
つ

鷹た
か

み
こ
し
担
ぎ
手
募
集

７
月
３０
日
開
催
の
東
松
島
夏
ま

つ
り
で
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま
す
。

■
練
習
日

毎
週
火
曜
日

１９
時
００
分
〜
２０
時
００
分

■
場
所

矢
本
一
中
体
育
館

※
同
時
に
八
鷹
神み

輿こ
し

保
存
会
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

高
校
生
以
上
な
ら
男
女
を
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問

東
松
島
市
商
工
会
　

1
８２
‐
２
０
８
８
　
赤
間
ま
で

募
　
集

平成18年度　採用　東松島市職員募集
■職種、受験資格　

・初級行政　１人程度（Ｓ５９.４.２～Ｓ６３.４.１生まれの方）
・初級土木　１人程度（Ｓ５５.４.２～Ｓ６３.４.１生まれの方）
※土木施工学科卒業（見込み）
・労務職調理士　１人程度（Ｓ５０.４.２～Ｓ６３.４.１生まれの方）
※調理師免許取得者で実務経験２年以上の者

（レストラン、食堂での調理経験２年以上）

■申込 申込用紙は総務課にあります。郵便で請求する場合は「職員採用試
験申込用紙請求」と朱書きし、Ａ４サイズの用紙が入る返信用封筒
（１２０円切手貼付）を同封してください。

■受付期間 ７月１３日（水）～８月１５日（月）

■受付時間 ８：３０～１７：００（平日限定）、郵送の場合は８月１５日の１７：００必着

■資格試験日 ９月１８日（日）

■問 総務課総務係　渥美　内線１２１４



１７ 広報東松島　７月号

航
空
学
生
･
一
般
曹
候
補
学
生
募
集

１
、
航
空
学
生

■
募
集
人
員（
う
ち
女
子
若
干
名
）

海
・
空
　
そ
れ
ぞ
れ
約
７０
人

■
資
格

高
卒（
見
込
含
）２１
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

８
月
１
日（
月
）〜
９
月
８
日（
木
）

■
試
験
日

１
次
９
月
２３
日（
金
）

■
入
隊

平
成
１８
年
３
月
下
旬

〜
４
月
上
旬

2
、
一
般
曹
候
補
学
生

■
募
集
人
員

陸
　
約
４
０
０
人（
女
子
約
３５
人
）

海
　
約
２
０
０
人（
女
子
約
１５
人
）

空
　
約
２
０
０
人（
女
子
約
２０
人
）

■
資
格

１８
歳
以
上
２４
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

８
月
１
日（
月
）〜
９
月
８
日（
木
）

■
試
験
日

１
次
９
月
１７
日（
土
）

■
入
隊

平
成
１８
年
３
月
下
旬

〜
４
月
上
旬

3
、
曹
候
補
士

■
募
集
人
員

陸
　
約
１
、８
５
０
人

（
女
子
約
１２０
人
）

海
　
約
９
０
０
人（
女
子
約
６５
人
）

空
　
約
６
６
０
人（
女
子
約
６０
人
）

■
資
格

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

８
月
１
日（
月
）〜
９
月
８
日（
木
）

■
試
験
日

１
次
９
月
１７
日（
土
）

■
入
隊

平
成
１８
年
３
月
下
旬

〜
４
月
上
旬

4
、
2
等
陸
･
海
･
空
士
（
男
子
）

■
募
集
人
員

陸
　
約
５
、２
９
０
人

海
　
約
１
、０
２
０
人

空
　
約
１
、６
３
０
人

■
資
格

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

年
間
通
じ
て
募
集

■
試
験
日

受
付
時
お
知
ら
せ

■
入
隊

採
用
通
知
書
に
て
お
知

ら
せ

5
、
2
等
陸
･
海
･
空
士
（
女
子
）

■
募
集
人
員

陸
　
約
５
０
０
人

海
　
約
８
０
人

空
　
約
１
６
０
人

■
資
格

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

８
月
１
日（
月
）〜
９
月
８
日（
木
）

■
試
験
日

９
月
２５
、
２６
日

■
入
隊

平
成
１８
年
３
月
下
旬

〜
４
月
上
旬

■
問

自
衛
隊
宮
城
地
方
連
絡
部
　
石

巻
募
集
事
務
所

1
８３
‐
６
７
８
９

青
少
年
防
衛
講
座

（
生
活
体
験
）参
加
者
募
集

中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
夏
休

み
の
思
い
出
に
青
少
年
防
衛
講
座

（
生
活
体
験
）に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時
（
２
泊
３
日
）

８
月
３
日（
水
）〜
５
日（
金
）

■
場
所

松
島
基
地

■
対
象

中
・
高
校
生
３０
人

■
内
容

隊
内
生
活
体
験
、体
育
、

基
地
見
学
な
ど

■
参
加
費

３
、０
０
０
円

■
申
込
期
限

７
月
１５
日（
金
）

■
問

航
空
自
衛
隊
　
松
島
基
地

広
報
班
1
８２
‐
２
１
１
１

平
成
18
年
度
採
用

初
級
消
防
職
員
募
集

■
種
別

初
級
消
防
吏
員

■
採
用
予
定
人
数

４
人
程
度

■
受
験
資
格

昭
和
５９
年
４
月
２
日
〜
昭
和
６３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

採
用
後
、
石
巻
市
･
東
松
島
市

お
よ
び
女
川
町
に
居
住
で
き
る
方

■
試
験
日

９
月
１８
日（
日
）

■
申
込
受
付
期
間
　

７
月
１３
日（
水
）〜
８
月
１５
日（
月
）

■
問

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
総
務
課
人
事
教
養
係

1
９５
‐
７
１
１
１

プ
ー
ル
監
視
ス
タ
ッ
フ
募
集

き
れ
い
な
施
設「
ゆ
ぷ
と
」で
働

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
研
修
し
ま
す

の
で
初
心
者
の
方
も
安
心
で
す
。

■
期
間

７
月
中
旬
〜
８
月
３１
日

長
期
勤
務
希
望
者
は
相
談
可

■
勤
務
地

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　

「
ゆ
ぷ
と
」プ
ー
ル

■
資
格

高
校
生
〜
３０
才
位
ま
で
の
方

■
時
間

１
、
８
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

２
、
１５
時
３０
分
〜
２２
時
３０
分

３
、
１２
時
００
分
〜
２０
時
００
分

※
時
間
、
曜
日
は
応
相
談
！

■
給
与

時
給
６３０
円
〜

■
応
募

お
電
話
後
、履
歴
書（
写

真
）持
参
で「
ゆ
ぷ
と
」ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
ス
タ
ッ
フ
も
同
時
募
集
し
ま
す

（
経
験
者
優
遇
）。

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ぷ
と
」

1
８４
‐
３
８
５
５
　
担
当
　
小
林

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」開
催

の
お
知
ら
せ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」が
７
月
１０

日（
日
）１２
時
１５
分
奥
松
島
体
育
館

か
ら
公
開
生
放
送
さ
れ
ま
す
。
当

日
の
入
場
は
観
覧
希
望
者
に
発
送

し
た
整
理
券
が
必
要
で
す（
７
月

９
日
の
予
選
会
は
自
由
入
場
）。
整

理
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
自

宅
に
て
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
き
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問

市
民
活
動
推
進
課
　
内
線
２
２
５
２

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

認
定
試
験
に
つ
い
て

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
義
務
教
育
就
学
の
猶
予
ま

た
は
免
除
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象

に
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
認

定
す
る
試
験
を
行
い
ま
す（
合
格
し

た
者
に
は
高
校
入
学
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
）。

■
試
験
日

１０
月
３１
日（
月
）

■
会
場

宮
城
県
庁（
予
定
）

■
願
書
受
付

８
月
２２
日（
月
）〜
９
月
９
日（
金
）

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
宮
城

県
教
育
委
員
会
ま
で

■
問

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

1
０
２
２
‐
２
１
１
‐
３
６
４
２

わ
が
ま
ち
を
美
し
く

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

東
松
島
市
と
す
ば
ら
し
い
東
松

島
を
創
る
協
議
会
で
は
、
わ
が
町

を
美
し
く
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

個
人
、団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

部
門
ご
と
に
審
査
を
行
い
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
・
優
良
賞
を
選
出
し
、

表
彰
し
ま
す（
入
賞
賞
金
あ
り
）。

ま
た
、
最
優
秀
の
２
団
体（
地

域
・
職
場
の
部
、
学
校
の
部
）は

「
み
や
ぎ
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
」へ
推
薦
し
ま
す
。

■
部
門

地
域
・
職
場
の
部
、
学

校
の
部
、
個
人
の
部

■
申
込

７
月
１５
日（
金
）お
よ
び

９
月
２
日（
金
）ま
で
の
２
回

■
問

市
民
活
動
推
進
課
　
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
　
内
線
２
２
５
３

お
知
ら
せ
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農
業
用
油
類
保
管
施
設
の

自
主
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
１７
年
３
月
以
降
、
施
設
園

芸
に
係
る
農
業
用
油
類
保
管
施
設

な
ど
の
油
類
流
出
事
故
が
数
件
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
油
類
流
出
事

故
に
関
し
て
は
、
発
生
源
と
な
っ

た
原
因
者
を
特
定
し
た
場
合
、
警

察
に
よ
る
事
情
聴
取
や
現
場
検
証

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
原
因
者
が
そ

の
費
用
を
賠
償
す
る『
原
因
者
負

担
の
原
則
』が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
農
業
用
油
類
保
管
施
設
の
自

主
点
検
を
行
い
、
無
事
故
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

農
林
水
産
課
農
政
係

内
線
２
１
３
９

農
地
を
転
用
す
る
場
合

手
続
き
が
必
要
で
す

水
田
や
畑
を
宅
地
や
資
材
置
場

に
利
用
す
る
場
合
、
事
前
に「
農

地
法
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律（
以
下「
農
振
法
」と

い
う
。）」に
基
づ
く
農
用
地
区
域

に
属
す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
手
続
き

も
必
要
で
す
。
農
地
の
転
用
を
計

画
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
農
林
水
産
課
ま
た
は
農
業

委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
の
手
続
き
は
、
毎
月

１５
日
、
農
振
法
の
手
続
き
は
、
奇

数
月
の
末
日
が
受
け
付
け
締
め
切

り
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
手
続
き
を
行
わ
ず

に
造
成
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、「
農

振
法
」で
は
、
１
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
５０
万
円
以
下
の
罰
金
、「
農

地
法
」で
は
、
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３００
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

ま
た
、水
田
の
無
断
転
用
地
に
つ

い
て
は
、転
作
と
し
て
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
「
農
振
法
」
農
林
水
産
課

農
政
係
　
内
線
２
１
３
９

「
農
地
法
」
農
業
委
員
会

内
線
２
１
５
３

「
家
族
の
集
い
」の
お
知
ら
せ

市
で
は
精
神
疾
患
と
診
断
さ
れ

た
方
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
家
族

の
集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
、
抱
え
て
い
る
悩
み
を

一
緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

精
神
疾
患
と
診
断
さ

れ
た
方
の
ご
家
族

■
日
時

７
月
２６
日（
火
）

１０
時
００
分
〜

■
会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

■
内
容
「
家
族
の
役
割
に
つ
い
て

〜
家
族
会
の
活
動
〜
」

■
講
師

石
巻
市
さ
く
ら
会
会
長
　

笠
神
勝
男
氏

■
申
込

事
前
に
下
記
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
　
社
会
福
祉
係
　

内
線
１
１
７
５

7
月
は
　
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
　
強
調
月
間
で
す
！

「
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

■
問

第
５５
回
　
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
　
東
松
島
市
実
行
委

員
会
　
1
内
線
１
１
７
３

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金（
第
八
回
特
別
弔
慰

金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
の
対
象
者

・
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

・
戦
没
者
等
の
子

・
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹

・
上
記
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

■
支
給
内
容

額
面
４０
万
円
、

１０
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で

■
請
求
説
明
会
日
時

・
７
月
７
日
　
午
後
２
時

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

集
会
室

・
７
月
８
日
　
午
後
２
時
　

小
野
公
民
館
講
堂

■
問

福
祉
課
社
会
福
祉
係

1
内
線
１
１
７
１
・
１
１
７
３

大
曲
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

（
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
）

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
浄
化

の
重
要
性
の
理
解
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
と
の

触
れ
合
い
な
ど
を
目
的
に
大
曲
浜

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

７
月
３
日（
日
）

９
時
００
分
〜
１１
時
００
分

■
場
所

矢
本
海
浜
緑
地
西
奥
駐
車

場
か
ら
幹
線
３
号
ま
で
の
海
岸

■
問

生
涯
学
習
課
　
内
線
２
２
３
２

『
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室
』

開
催
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
、
た
く
さ
ん
の
お
友
達

と
元
気
に
ワ
イ
ワ
イ
、
ス
イ
ミ
ン

グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
多
く
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

４
歳
以
上
〜
幼
稚
園

（
保
育
園
）児
・
小
学
生

■
日
程

８
月
１
日（
月
）〜
５
日

（
金
）ま
で
の
５
日
間

■
時
間

午
前
９
時
１５
分
〜
１０
時

１５
分（
集
合
９
時
…
着
替
え
･

体
操
･
出
欠
確
認
）

■
料
金

５
、０
０
０
円（
税
込
）

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
ぷ
と
」
1
８４
‐
３
８
５
５

『
イ
ベ
ン
ト
風
呂
』

開
催
の
お
知
ら
せ

「
ゆ
ぷ
と
」で
は
、
毎
月
２６
日
を

『
フ
ロ
の
日
』と
し
て
イ
ベ
ン
ト
風

呂
を
、
男
女
露
天
風
呂
に
て
開
催

し
ま
す
。
季
節
の
果
物
な
ど
の
香

り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
休
館
日
、イ
ベ
ン
ト
月
は
開
催
日

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
２６
日（
火
）に
実
施
し
ま
す
。

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
ぷ
と
」
1
８４
‐
３
８
５
５

「
ゆ
ぷ
と
」
プ
ー
ル

利
用
制
限
に
つ
い
て

東
松
島
市
児
童
水
泳
競
技
会
の

開
催
に
よ
り
、
下
記
の
日
程
で
プ

ー
ル
の
一
般
利
用
が
出
来
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
２２
日（
金
）

■
時
間

９
時
００
分
〜
１４
時
００
分

（
プ
ー
ル
利
用
は
１４
時
００
分
〜
）

※
体
育
室
、
お
風
呂
は
通
常
営
業

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
ぷ
と
」
1
８４
‐
３
８
５
５
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～知っ得情報～

第
４０
回
い
き
い
き
健
康
講
座

（
医
療
福
祉
講
演
会
）

■
日
時

７
月
１２
日（
火
）

１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師

三み
つ

塚づ
か

神
経
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
　
三
塚
浩こ
う

三ぞ
う

先
生

■
テ
ー
マ
「
う
つ
病
と
は
ど
ん
な

病
気
か
、ど
う
付
き
合
う
の
か
」

■
入
場
料

無
料

■
主
催

医
療
法
人
　

医
徳
会
　
真
壁
病
院

■
問

真
壁
病
院
　
1
８２
‐
７
１
１
１

市
営
プ
ー
ル
（
鳴
瀬
水
泳
プ
ー
ル
）

の
一
般
利
用
に
つ
い
て

７
月
２３
日（
土
）か
ら
８
月
２１
日

（
日
）ま
で
の
間
の
土
曜
･
日
曜
日

（
お
盆
を
除
く
）に
つ
い
て
、
市
民

プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

■
開
放
時
間

９
時
００
分
〜
１１
時
３０
分

１３
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

■
場
所

鳴
瀬
一
中
校
舎
隣

■
問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
ス
ポ

ー
ツ
施
設
係
　
内
線
２
２
４
５

10
月
1
日
に
国
勢
調
査

を
実
施
し
ま
す
！

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
９
月
下
旬
に
、
総
務
大
臣

か
ら
任
命
さ
れ
た
国
勢
調
査
員
が

皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配

布
に
伺
い
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
取
組
や
皆
さ
ん
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
調
査
関
係
者
に
は
、
守

秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
の
内
容
の

秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

■
問

企
画
調
整
課
　

企
画
統
計
係
　
内
線
１
２
３
６

被
災
住
宅
再
建
補
助
金
の

申
請
締
切
の
お
知
ら
せ

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
に
よ
り
、

全
･
半
壊
と
な
っ
た
住
宅
に
対
す

る
、
被
災
住
宅
再
建
補
助
金（
建

設
１１０
万
円
、
補
修
５５
万
円
）の
申
請

期
限
が
平
成
１７
年
７
月
２９
日（
金
）

と
迫
っ
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
で
、
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
、
防
災
交
通
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問

防
災
交
通
課

消
防
防
災
係
　
内
線
１
１
６
３

オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会
開
催

■
日
時

７
月
２３
日（
土
）

１３
時
００
分
〜
１６
時
００
分

■
場
所

石
巻
市
総
合
福
祉
会
館

■
対
象

県
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト

※
人
工
肛
門
･
人
工
膀
胱
保
有
者

お
よ
び
家
族

■
内
容

術
後
の
ケ
ア
、補
装
具
、

社
会
生
活
、
福
祉
制
度
な
ど
に

関
す
る
講
習
会

■
問
（
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
宮
城
県
支
部
　
1
０
２
２
８
‐

３２
‐
４
２
３
４
　
菅
原

「
無
料
人
権
相
談
所
」開
設

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
暴
力
、
い
じ

め
、
家
庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

７
月
８
日（
金
）

１０
時
００
分
〜
１５
時
００
分

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

市
民
課
　
内
線
１
１
２
１

無
料
の
経
営
相
談
会
開
催

地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
業
種
な
ら
び
に
法
人
、
個

人
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
相
談
日

７
月
１２
日（
火
）、
２７
日（
水
）

９
月
１３
日（
火
）、
２８
日（
水
）

１０
月
１２
日（
火
）、
２６
日（
水
）

■
時
間

１０
時
００
分
〜
１２
時
００
分

１３
時
００
分
〜
１５
時
００
分

※
午
前
・
午
後
と
も
に
限
定
１
人
。

■
場
所

石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館

■
問

石
巻
産
業
創
造（
株
）

1
９２
‐
１
３
１
３

相
　
談

平成平成1717年度年度「「海の日海の日」」フェリー親子体験クルーズ参加者募集！フェリー親子体験クルーズ参加者募集！
石巻地区海の月間実行委員会では、「海の日」記念行事として、15,000トンのフェリーによる親子体験ク

ルーズを実施します。

■実施期日 平成１７年７月２６日（火）
■使用船舶 太平洋フェリー｢いしかり」１５,０００総
■集合場所 仙台港「いしかり」前ターミナル　

午前１０時３０分まで現地集合
（１１時乗船開始）

■行　　程 仙台港～仙台港内遊覧～仙台港
（正午出港、午後３時ころ帰港・解散）

■船内行事 船内見学　ほか
■募集人員 小・中学生とその親 ５００名
■申込方法
官製の往復はがき１枚で１家族の申し込みです。
※往信用には、住所・氏名・生年月日･電話番号･学校
名（学年）･船内昼食バイキング希望の有無を記入。
※返信用の表面には差出人の郵便番号･住所･氏名、裏
面の上半分は空白とし、半分に参加希望者名･昼食バ
イキング希望人数を忘れずにお書きください。

■応募締切 平成１７年７月１５日（金）必着
※定員になり次第締め切りとさせていただきます。
■応募結果 返信用はがきで通知します。
※参加決定の通知を受けた方は、当日そのはがきを持
参願います。
■参加費用 無料
※弁当・お菓子などの持ち込みは自由ですが、船内レ
ストランのバイキング利用（１人９００円～１,８００円･利用
者は申込時に予約願います。）、自動販売機の清涼飲料
水などは有料ですので各自ご負担願います。
■申 込 先 〒９８１‐０５０３ 東松島市矢本字上河戸３６‐１

東松島市役所建設課｢親子体験クルーズ｣係
■主　　催 石巻地区海の月間実行委員会
■後　　援 東北運輸局石巻海事事務所　社団法人東北海事広報協会
■協　　賛 太平洋フェリー
■問 東松島市建設課 庶務住宅係 1８２‐１１１１（内線１２５４）
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～医療費の上昇を
ストップするために～

皆さんのちょっとした心がけで医療費
の上昇に歯止めをかけ、｢国民健康保険｣
｢老人保健｣の健全運営と皆さんの負担軽
減につなげましょう。

保険課 国民健康保険係 内線１１５２・１１５３

国民年金保険料の免除・納付猶予申請はお早めに！
自営業者、農林漁業従事者などの国民年金の第１号被保険者は、ご自分で

保険料を納めなければなりません。しかし、所得の減少や失業等で経済的に
保険料を納めることが難しい場合には、保険料免除制度と若年者納付猶予制
度（３０歳未満の方が対象）があります。
○保険料免除制度
・全額免除…保険料を全額（月額１３,５８０円）免除する制度です。
・半額免除…保険料の半額（月額６,７９０円）を納めることを条件に、残りの半額
が免除される制度です。
○若年者納付猶予制度
保険料を全額（月額１３,５８０円）猶予する制度です。

＜手続きは簡単！手続きはお早めに＞
市区町村の国民年金係で「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」に必要事

項を記入し、提出するだけです。後日、管轄の社会保険事務所で審査し結果
を通知します。
手続きは、お早めに行うことをお勧めします。

＜手続きに必要なものは？＞
（１）年金手帳または基礎年金番号通知書、（２）印鑑（本人が署名する場合は
不要）、（３）平成１７年１月２日以降に転入された場合は、前年所得を証明す
るもの、（４）失業などを理由とするときは、①雇用保険受給資格者証の写し、
②雇用保険被保険者離職票の写し、③離職者支援資金貸付制度による貸付金
の交付を受けた方は貸付決定通知書の写しなど、公的機関の証明書が必要と
なります。

市民課　住民記録係（年金） 内線１１２８

○名義貸しとは…
名義貸しとは、商品を販売していないのに名義人から言葉巧

たく

みに了解を取り付け、架
か

空
くう

のクレジット申
込書を信販会社に送り、代金分を信販会社から不正に取得する手口を言います。一個の商品を購入したの
に二重にクレジット申込書を書かせる例や、実際の商品代金額よりも水増しして記載させる例もあります。
５年ほど前に宮城県でも１,０００を超える名義を貸した若者が被害に遭いました。｢いいアルバイトがあ

る｣などと口コミで、大勢の若者が消費者金融からお金を借り、１、２割の手数料をもらい、残りは依頼
者に渡し、数カ月後に借りた分の請求が本人にきて慌

あわ

てるといった内容です。

実際にこんなことが…
和服の展示会に誘われ、
｢絶対迷惑をかけない｣と
言われ、名前を貸した。
数カ月後に、自分宛に支
払い督促が届いた。
名義を貸した人は、行

方不明になり困っている。

貸しただけでは済まされない
名義貸しであることを理由に信販会社に対して支払い拒否す

ることは、困難な面があります。
被害を防ぐためには、次の点を心掛けましょう。

・｢名義だけ｣｢絶対に迷惑をかけない｣と言われても、はっきり
断ること

・ 内容を確かめずに、書類などの署名や押印しないこと。
・ どんな理由があるにせよ、印鑑などを他人に預けないこと。

名義貸名義貸しトラブルの危険性危険性 名義貸名義貸しトラブルの危険性危険性 名義貸しトラブルの危険性 

市民課　消費生活相談員　内線1129問

問 問

老齢・障害・遺族基礎 
年金の受給資格期間に 入ります 入ります 

（半額納付済の場合） 入りません 入ります 入ります 

老齢基礎年金額を計算 
する期間に 

３分の１として計 
算されて入ります 

３分の２として計算 
されて入ります 
（半額納付済の場合） 

入りません 入ります 入りません 

［未納と免除・猶予では大違いです！！］ 
未　　納 全額免除 半額免除 納付猶予 納付済み 

重複受診・ハシゴ受診はやめましょう 
 
 

時間外･休日受診はなるべく避けましょう 

健康診断などで病気の早期治療を心掛けましょう 

家族ぐるみで健康づくりを 
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■保護者会・給食試
食会(矢本幼稚園) 
■七夕夏まつり(鳴瀬
幼稚園) 
■おはなし会 
　　　15:00

■大曲浜クリーン作
戦　矢本海浜緑地
9:00～ 

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUH～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 お問い合わせはこちら 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課（鳴瀬庁舎内） 
まで　　82-1111

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 

赤体 

東コ 

市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

■学習参観日 
　(矢本西小・赤井
小・赤井南小・小
野小・浜市小・野
蒜小・宮戸小) 
■宮戸小教育講演会 
■宮戸小地区懇談会 
■プール開き 
　(中央幼稚園、大
曲幼稚園)

■学習参観日(矢本東
小・大塩小)  
■図書館休館日 

■矢本東小３年生総
合学習校外学習 
　(～６日） 
■大曲小あすなろ学
級七つ森合宿 
　(～６日） 
■中央幼稚園年長児
体育教室 
■教育相談(鳴瀬庁舎) 
■市民課窓口延長(～19:00)

■矢本二中研究推進
委員会 
■おはなし会 
　　　11:00  15:00 
■防火教室(鳴瀬幼稚園) 
 
■生活相談 
　野蒜公民館 
　10:00 
■２才児教室(鳴瀬幼稚園)

■赤井小４年生やす
らぎ学級 
■中央幼稚園・大曲
幼稚園七夕会 
■七夕参観日(はなぶ
さ幼稚園) 
■七夕まつり(矢本幼
稚園) 
■誕生会(のびる幼稚
園)

■宮戸小海浜学習 
■授業参観日(矢本一
中・鳴瀬一中) 
■中央幼稚園年少児
体育教室 
■生活相談　　10:00 
■防火教室・花火指
導(矢本幼稚園)  
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00

■NHK[のど自慢]予
選会　 
　受付　11:30～ 
■矢本二中学期末保
護者会 
■おはなし会 
　　　15:00 
■こひつじ会講演会 
　(ＰＴＡ、矢本幼稚園)

■NHK[のど自慢]大
会　 
　開場　11:00～ 
■月浜朝市活ウニ即
売会(月浜海岸　
7:00～) 
 

■赤井南小芸術鑑賞
教室 
■大曲小あすなろ学
級和太鼓学習会 
■中央幼稚園英語ふ
れあい教室 
■図書館休館日 
 

■矢本東小・大曲小
芸術鑑賞教室 
■中央幼稚園誕生会 
■教育相談(鳴瀬庁舎) 
■機能訓練 
　　　9:30 
■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■プール教室(鳴瀬幼
稚園　～15日)

■矢本二中学年会 
■野蒜海岸海水浴場
開き 
■おはなし会 
　　　15:00

■大塩小地区清掃 
■中央幼稚園避難訓
練 
■大曲幼稚園誕生会 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■７月生まれ誕生会 
　(はなぶさ幼稚園)

■矢本東小街頭指導日 
■野蒜小芸術鑑賞教室 
■宮戸小演劇教室 
■矢本一中終業式 
■鳴瀬二中学習参観日 
■五人講演会 
　パート２ 
　19:00 
■鳴瀬二中地区懇談会 
■中央幼稚園夕涼み会 

■松ヶ島・月浜・大
浜海水浴場開き 
■おはなし会 
　　　15:00 
■みたままつり(のび
る幼稚園) 
 
 
 
■大曲幼稚園夏祭り 

■蛤浜海水浴場開き ■鳴瀬一中リサイク
ル資源回収 
■里浜活ウニ・活ア
ワビ即売会(宮戸西
部漁協  　7:00～) 

■里浜ウニ丼まつり
(　　　　7:00～) 
■図書館休館日 

■教育相談(鳴瀬庁舎) 
■生活相談 
　小野公民館  10:00  
■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■防火教室(はなぶさ
幼稚園) 

　 
■おはなし会 
　　　11:00  15:00

■第１学期終業式(矢
本一中を除いた市
内全ての小中学校) 
■大曲幼稚園親子童
謡コンサート 
■犬・猫引き取り日 
　  9:50～10:00 
　10:00～10:30 
■１学期終業式(はなぶさ
幼稚園、矢本幼稚園)

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■室浜海水浴場開き 
■お泊り会 (はなぶ
さ、矢本、鳴瀬幼
稚園　～22日) 
■終業式(のびる幼稚
園)

■矢本地区小学生水
泳記録会 
■鳴瀬地区小学生水
泳発表会 
■第53回宮城県中学
校総合体育大会 
　(～25日） 
■生活相談 
　　　10:00 
 

■おはなし会 
　　15:00

■夏祭り(矢本幼稚園) 
 
 
 
 
■野蒜小個別面談 
　(～29日） 
■鳴瀬二中家庭訪問
(～８月１日） 
■図書館休館日 

■矢本東小・宮戸小
教育相談(～29日) 

■赤井南小家庭訪問
(～８月３日) 
■大塩小家庭訪問 
　(～８月２日) 
■小野小・鳴瀬一中
家庭訪問(～29日) 
■浜市小家庭訪問 
　(～28日)

 ■図書館休館日 

■矢本二中二者面談
(～29日) 
■教育相談(鳴瀬庁舎) 
■機能訓練　　9:30 
 
■鳴瀬二中三者面談
(～８月１日) 
■韓国ソウル大林初
等学校相互交流事
業(訪韓、～29日)

■おはなし会 
　　　15:00 
 
■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00)

■韓国ソウル文英女
子中学校相互交流
事業(受入、8月１
日まで) 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
 

■図書館休館日 
　(整理日のため)

■東松島夏まつり 
　矢本駅前通　 
　11:00～ 
■おはなし会 
　　　15:00

老 老 

老 

老 

老 

老 

図 

図 

図 
老 

老 

図 

図 

図 
図 

図 

図 

7月1日～8月1日 

奥運 

東コ 

奥運 

鳴総 
矢保 

陸前小野駅  業務の臨時休業について 
　JR仙石線陸前小野駅の業務(売店など)について、 
下記の間、臨時休業します。ご迷惑をおかけします 
が、よろしくお願いします。 
日時：7月13日(水)～15日(金) 
　　東松島市鳴瀬商工業協同組合 
　　　87-2039　理事長　富樫 

教育相談のお知らせ 
　毎月4回、毎週火曜日に教育に 
関する相談を相談員がお受けし 
ます。 
　　教育総務課　教育相談電話 
　　　87-4068
問 

問 

縄文 
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矢 本子育て支援センター  
 
 
 
矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー  
 
 
 

鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー  

７ カ 月 健 康 相 談  
１０カ月 健 康 相 談  
赤 ち ゃ ん 相 談  
乳 幼 児 健 康 相 談  
ＢＣＧ 予 防 接 種  
麻し ん 予 防 接 種  

三種混合予防接種 
 
乳 幼 児 健 康 相 談  
三種混合予防接種 
麻し ん 予 防 接 種  
ＢＣＧ 予 防 接 種  

平成１６年１２月生まれ 
平成１６年９月生まれ 
妊産婦および生後３カ月程度までの赤ちゃん 
乳幼児および保護者の方 
平成１７年２月２５日～４月１２日生 
平成１６年４月～６月生 
平成１６年１０月～１２月生　３回目 
平成１５年７月～９月生　追加 
妊産婦・乳幼児および保護者の方 
生後　３カ月～７歳６カ月 
平成１６年４月～６月生 
平成１７年１月２６日～４月１９日生 

７ 月２５日（月）　  ９：００～  ９：２０ 
７ 月２５日（月）　１３：００～１３：２０ 
７ 月１２日（火）　  ９：３０～１１：３０ 
７ 月２２日（金）　１３：３０～１５：３０ 
７ 月１２日（火）　１３：００～１３：３０ 
７ 月１４日（木）　１３：００～１３：３０ 
７ 月１５日（金）　１３：００～１３：３０ 
７ 月２０日（水）　１３：００～１３：３０ 
７ 月２０日（水）　  ９：３０～１１：３０ 
７ 月 ４ 日（月）　１３：００～１３：３０ 
７ 月 ８ 日（金）　１３：００～１３：３０ 
７ 月１９日（火）　１３：００～１３：３０ 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

７月２１日（木） 
 

７月２２日（金） 
 

７月２５日（月） 
 

７月２６日（火） 
 
 

７月２７日（水） 

 
７月２８日（木） 

 
７月２９日（金） 

 
８月１日（月） 

 
８月２日（火） 

 
 

８月３日（水） 

 
８月４日（木） 

 
８月５日（金） 

 
８月８日（月） 

 
８月９日（火） 

 
８月１０日（水） 

  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
１７：３０～１９：００ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
１７：３０～１９：００ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 
  ９：３０～１１：００ 
１３：００～１４：３０ 

八幡・裏・横関 
照井・御下 
中東・寺 
六槍 
柳北・柳下 
柳上・柳西 
南一・南三 
南六・南新一 
南二・南四・新川前 
南新二・南緑・南五 
 
上納 
横沼東・横沼西 
横沼一・横沼二 
高田・上浜三 
上浜一・上浜二 
下浜一・下浜二 
塩入 
表・中 
貝殻塚一・貝殻塚二 
貝田・筒場 
 
小分木 
大島 
裏一・裏二 
上小松 
沢田・前里 
前柳・下小松 
手招・小松台 
谷地・五味倉 
関の内一・関の内二 
関の内三 

下区生活センター  
上区生活センター 

北赤井地区学供 
 

柳区分館 
  

赤井地区体育館 
（旧勤労者体育センター） 

赤井地区体育館 
（旧勤労者体育センター） 

（夜間検診） 

横沼地区学供 
 

横沼地区学供 
大曲地区体育館 

大曲地区体育館 
 

塩入担い手センター 
大塩公民館 
大曲分館 

（旧大曲公民館） 
（夜間検診） 

小分木生活センター 
大島生活センター 
裏沢生活センター 
上小松生活センター 

小松地区学供 
 

手招分館 
五味倉生活センター 

関の内学供 

 
 
 
 
 
 
 
 

夜間検診も実施します 
（１７：３０～１９：００受付） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

夜間検診も実施します 
（１７：３０～１９：００受付） 

実　施　日 受　付　時　間 対　象　地　区 会　　　　　　場 備　　　　　　考 

 

平成17年度　結核･肺がん検診、基本健康診査(循環器検診)、前立腺がん、大腸がん検診、肝炎検査(矢本地区)日程 

●健康相談・予防接種のお知らせ

●各種検診のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票がこない方と、転入された方はご連絡ください。
◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。
健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０８・３１０９

※都合により、決められた日に受診できない方は、上記日程の都合の良い日に受診してください。
※受診票は申し込みされた方へ郵送いたしますので、受診を希望する方は早めにお申し込みください。
※日中受診できない方は、下記日程にて夜間検診を実施しますので都合のよい日に受診してください。
受付時間は１７：３０～１９：００です。
・７月２７日（水）赤井地区体育館（旧勤労者体育センター）
・８月３日（水）大曲分館（旧大曲公民館）
※８月１０日以降の日程につきましては、８月号にてお知らせします。

問
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市の人口

（平成17年5月末現在の住民基本台帳）

男　21,500人（－ 3）
女　22,289人（＋ 1）
計　43,789人（－ 2）
世帯数　14,365戸（＋ 15）

（ ）内は前月比
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休日診療担当医院表

※公立深谷病院1７３‐２１１１、石巻赤十字病院1９５‐４１３１、石巻市立病院1２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

加 藤 医 院   

いしがき  みみ  はな 
のどクリニック 

みやぎ東部循環器科 

藤野整形外科 

ひかりサンテクリニック 

石垣クリニック 

８２－２０３０ 

８４－１１８７ 

８２－９９３０ 

８３－２１２１ 

８４－１３３３ 

８３－７０７０ 

７/３ (日） 

７/１０(日） 

７/１７(日） 

７/１８(月） 

７/２４(日） 

７/３１(日） 

２２－１１５２ 

２２－０２０８ 

２２－０８２０ 

９２－７６５１ 

９３－９６９３ 

２２－１７１４ 

 

鳴瀬中央医院 

 

 

佐 幸 内 科  

 

８７－３８５３ 

 

 

８８－３７３７ 

阿部こどもクリニック 

北川小児科医院 

堺小児科医院 

佐久間眼科小児科医院 

おおば小児クリニック 

田中小児科医院 

お
わ
び
と
訂
正

６
月
号
の「
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」の
文
中
に
お
い
て
、

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

正

新
道

武
山
沙
海
　
弘

信
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時代が豊かになり、新しいものが作られては消えていく現代社会。変わり行く街並
みの中で、そういった社会と逆行するかのように、２００年以上もの間その雄大な姿を
誇示しつづける門があります。
それが矢本家重層門です。
天明５年（１７８５年）登米伊達式部の命により
建造されたこの門は、登米伊達氏の仙台参勤
の際、本陣にあてられた歴史を持ちます。そ
んな歴史と県内屈指の造りをした重層門は、
雄大な建築と卓越した様式で訪れるものを圧
倒します。
人の技術と時間が作り上げた傑作を、一度
立ち止まって見てみてはいかがでしょうか。
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古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
か
ら
、

は
や
2
年
の
月
日
が
流
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
が
無

い
よ
う
な
激
し
い
揺
れ
、
被
災
直

後
の
荒
廃
し
た
街
並
み
、
無
我
夢

中
で
取
り
組
ん
だ
復
旧
･
復
興
作

業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら

い
た
だ
い
た
多
く
の
善
意
。

今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
の

貴
重
な
体
験
を
、
再
来
が
予
想
さ

れ
る
大
地
震
の
際
に
生
か
さ
な
い

手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
。
菅
野

今
月
は
、
東
松
島
市
内
の
至
る

と
こ
ろ
で
花
の
植
栽
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
作
業
風
景
を
取
材
に
お
邪

魔
し
た
担
当
。
朝
早
く
か
ら
大
勢

の
方
々
が
国
道
沿
い
の
植
栽
作
業

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

「
奇
麗
に
咲
く
よ
う
に
心
を
込
め

て
植
え
ん
だ
よ
。」ど
こ
か
ら
と
も

な
く
聞
こ
え
て
き
た
話
し
声
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
心
の
こ
も
っ
た
奇
麗
な

花
が
、
東
松
島
を
訪
れ
る
人
々
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
ね
。

尾
形

まちの宝まちの宝 まちの宝まちの宝 まちの宝 


